
第 五 次 土 岐 市 総 合 計 画 の 基 本 計 画 見 直 し に 伴 う 市 民 意 識 調 査

『いつまでも住み続けたいと思うまち』を目指して

まちづくりを進めていくための指針となる第五次総合計画は、

平成18年度から計画期間が始まり、市では総合計画に基づいた市政運営を行っています。

現在、平成22年度で5年が経過する第五次総合計画の見直し作業を進めています。

そこで、市民の皆さんの意見を計画の見直しに反映するため、平成22年1月に市民意識調査を実施しました。

今回の特集では、調査結果の概要を、

5年前の計画策定当時（平成16年7月）に行った調査結果と合わせてお知らせします。

調査にご協力いただいた皆さん、ありがとうございました。
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土
岐
市

総
合
計
画

と

は

　

総
合
計
画
は
、
市
の
将
来

像
や
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
基
本
的
施
策
を
明
ら
か

に
し
た
上
、
教
育
・
文
化
・

福
祉
・
医
療
・
産
業
・
環

境
・
防
災
・
道
路
・
行
財
政

運
営
な
ど
、
各
分
野
の
具
体

的
な
施
策
の
方
向
を
示
し
、

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
の
指
針
と
な
る
も
の

で
す
。

　

第
五
次
土
岐
市
総
合
計
画

は
、
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー
の

情
報
コ
ー
ナ
ー
や
図
書
館
で

閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

市
民
意
識
調
査
の
結
果　
﹇
回
答
者
に
つ
い
て
﹈

調査対象：15歳以上の市民（無作為抽出）
調査人数：3,000 人
回収結果：1,087 人（回収率：36.2% ）
※小数点以下第２位を四捨五入して算出
しているため、百分率の合計が100.0%
にならないことがあります。

第
五
次
総
合
計
画
の
構
成

第
五
次
土
岐
市
総
合
計
画
は
、「
基
本
構
想
」、

「
基
本
計
画
」、「
実
施
計
画
」の
3
つ
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

計画の期間計画の構成

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

基本構想

基本計画

※今年度見直します

年
度

※以降、毎年度3年間ごとの
　実施計画を策定します

◀ 基本構想　まちづくりの理念や将来都市像
と、それらを実現するための施策の大綱を示すも
ので、総合計画の基礎となるものです。

◀基本計画　市政の各分野における具体的な施
策展開の方向と達成すべき施策目標を定めたもの
で、計画期間は平成18年度からの10年間とし、
5年目となる今年度に見直しを行います。
※今回の市民意識調査は、この基本計画の見直し
に皆さんの意見を反映させるために行いました。

◀実施計画　基本計画で定められた施策につい
て、今後3年間で実施する具体的な事業内容を定
めたもので、予算編成など、市の経営方針の指針
となるものです。

居住地区

土岐津
17.7％

下石
11.2％

妻木
10.2％

駄知
14.6％肥田

9.9％

泉
31.6％

鶴里 2.4％

無回答 0.6％

無回答 2.1％

曽木 1.7％

職　業

会社員など

29.3％

自営業

5.7％
アルバイト
・パート
21.7％学生

9.1％　

専業主婦(夫)

23.5％

無回答 0.6％その他 2.1％
無職

8.0％

年

齢

性

別

居

住

年

数

今回調査

前回調査 男性 39.4% 女性 58.6%

無回答 0.7％

男性 26.7% 女性 72.6%

100 20 30 40 50 60 70 80 90 100

無回答 2.1％
80歳以上 4.2％10代 4.1％

今回調査

前回調査
20代

9.3%

20年以上

79.7%
15～19年

7.9%

1年未満 1.3%
1～4年 2.6%

5～9年 2.8%
10～14年 3.6%

1年未満

7.0%
1～4年

26.3%
5～9年

25.3%
10～14年

20.6%
15～19年

9.7%
20年以上

10.8%

30代

12.2%
40代

14.9%
50代

22.2%
60代

17.9%
70代

13.0%

無回答 0.4％

80歳以上 1.3％
70代 2.8％

20代

10.9%
10代

8.4%
30代

44.9%
40代

18.3%
60代

6.8%
50代

6.3%

100 20 30 40 50 60 70 80 90 100

無回答 2.1％

今回調査

前回調査

無回答 0.4％

100 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（％）

（％）

（％）
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今 まちの暮らしやすさ

土
岐
市
の
暮
ら
し
や
す
さ

　
「
暮
ら
し
や
す
い
」「
ま
あ
ま
あ
暮
ら
し

や
す
い
」を
合
わ
せ
る
と
5
割
以
上
の
市

民
が
、土
岐
市
は
暮
ら
し
や
す
い
と
評
価

し
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、3
割
弱
の
市

民
は「
暮
ら
し
に
く
い
」「
あ
ま
り
暮
ら
し

や
す
い
と
は
い
え
な
い
」と
評
価
し
て
い
ま

す
。前
回
調
査
と
比
較
す
る
と「
暮
ら
し
や

す
い
」と
評
価
す
る
人
が
減
り
、「
暮
ら
し
に

く
い
」と
評
価
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
か

　

今
後
も
土
岐
市
で
暮
ら
し
た
い
と
回
答

し
た
人
は
35
・
4
％
で
し
た
。

ど
ん
な
ま
ち
に
住
み
た
い
か

　

住
み
た
い
ま
ち
は
、居
住
地
区
・
年
齢
・
性
別
を
問

わ
ず「
医
療
・
福
祉
が
整
っ
た
ま
ち
」が
も
っ
と
も
多

く
、「
犯
罪
や
事
故
が
少
な
い
ま
ち
」「
買
い
物
・
飲
食
・

レ
ジ
ャ
ー
に
便
利
な
ま
ち
」が
続
き
ま
し
た
。

自然環境に恵まれた
まち

静かな住環境のまち

医療・福祉が整った
まち

防災対策が整った
まち

犯罪や事故が少ない
まち

学習・スポーツ・文化
活動が盛んなまち

今回調査前回調査

16.2％
12.0％

7.4％
5.8％

21.1％
26.5％

4.3％
1.0％

17.7％
14.7％

4.3％
3.1％

土岐市で
暮らしたい

60.2％

前回調査

土岐市で
暮らしたい

35.4％

市外で
暮らしたい

16.7％

市外で
暮らしたい

12.2％

どちらとも
いえない

46.7％

どちらとも
いえない

25.0％

無回答
1.2％

無回答
2.6％

今回調査

10 20 30（％）

産業が盛んなまち

交通の便が良いまち

買い物・飲食・レジャー
に便利なまち

働きがいのある仕事
が多いまち

その他

無回答

4.8％
3.3％

9.0％
8.6％

7.2％
14.3％

7.9％
5.8％

0.2％
2.3％

0％
2.7％

10 20 30（％）

※前回調査は複数回答形式であったため、総数に占める割合を表示。

暮らしやすい

まあまあ暮らしやすい

どちらともいえない

あまり暮らしやすいとは
いえない

暮らしにくい

無回答

前回調査

今回調査

10.9％
7.5％

48.9％
46.1％

17.6％
19.3％

16.2％
20.3％

4.3％
5.8％

2.1％
0.9％

10

0 0

0 20 30 40 50 60（％）

個
別
施
策
に
対
す
る

満
足
度
・
重
要
度

個
別
の
施
策
50
項
目
に
つ
い

て
、
満
足
度
と
重
要
度
を
伺
い
ま

し
た
。
満
足
度
と
重
要
度
に
つ
い

て
点
数
化
し
、
そ
の
平
均
点
を
満

足
度
指
数
・
重
要
度
指
数
と
し
て

算
出
し
た
結
果
、
上
位
お
よ
び
下

位
の
施
策
5
項
目
は
、
次
の
通
り

と
な
り
ま
し
た
。

指
数
の
算
出
方
法

全
回
答
者
の
平
均
点
を
指
数
と
し
ま
す

+ 1.0満足・重要

+ 0.5やや満足・やや重要

0どちらともいえない

△ 0.5やや不満・あまり重要でない

△ 1.0不満・重要でない
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現状のサービス維持のためある程度の
負担増は仕方がない

ある程度サービスは低下しても負担は
現状維持

今回調査今回調査今回調査

これ
から

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

市政に対する満足度とこれからへの期待

良くなった

まあまあ良くなった

どちらともいえない

やや悪くなった

悪くなった

無回答

1.9％

13.1％

75.３％

4.0％

2.7％

3.1％

10 20 30 40 50 60

現状より多くのサービスで負担増

サービス低下で現状より負担減

過剰・不要なサービスを廃止し負担減

無回答

2.0％

34.1％

22.4％

21.0％

15.4％

5.1％

10

0

0 20 30

70

40（％）

80（％）

市
の
取
り
組
み
全
体
に
対
す
る
満
足
度

　
「
満
足
」と「
や
や
満
足
」を
合
わ
せ
て
16
・
4
％
の

人
が
満
足
と
評
価
し
て
い
ま
す
が
、「
や
や
不
満
」「
不

満
」を
合
わ
せ
て
不
満
と
評
価
し
た
人
は
27
・
6
％
で

し
た
。前
回
調
査
と
比
較
す
る
と
、不
満
と
評
価
し
た

人
の
割
合
は
ほ
ぼ
同
じ
で
し
た
が
、満
足
と
評
価
し

た
人
の
割
合
は
下
が
っ
て
い
ま
す
。

5
年
前
と
比
較
し
た
満
足
度

　

市
政
に
対
す
る
満
足
度
は
、第
五
次
総

合
計
画
を
策
定
し
た
5
年
前
と
比
較
す
る

と
、「
良
く
な
っ
た
」「
ま
あ
ま
あ
良
く
な
っ

た
」を
合
わ
せ
て
、良
く
な
っ
た
と
答
え
た

人
の
割
合
が
、「
悪
く
な
っ
た
」「
や
や
悪
く

な
っ
た
」を
合
わ
せ
て
、悪
く
な
っ
た
と
答

え
た
人
を
上
回
り
ま
し
た
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
市
民
負
担
の
あ
り
方

　

今
後
の
財
政
状
況
は
、少
子
高
齢
化
な

ど
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
厳
し
さ
を
増

す
と
予
想
さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
、市
民
負
担

と
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
い
ま

し
た
。

　
「
現
状
の
サ
ー
ビ
ス
維
持
の
た
め
、あ
る

程
度
の
負
担
増
は
仕
方
が
な
い
」が
最
も

多
く
、「
あ
る
程
度
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
し
て

も
負
担
は
現
状
維
持
」が
続
き
、現
状
を
維

持
す
る
意
見
が
5
割
以
上
と
多
く
な
り
ま

し
た
。

やや満足
14.9％

どちらともいえない

54.2％

やや不満
22.4％

無回答 1.8％

不満

5.2％

満足 1.5％

今回調査

やや満足
24.1％

どちらともいえない

43.2％

やや不満
19.7％

無回答 2.8％

不満

8.0％

満足 2.2％

前回調査

上水道の整備

ごみ処理対策

下水道の整備

消防体制の整備

資源のリサイクル対策

上水道の整備

消防体制の整備

資源のリサイクル対策

ごみ処理対策

し尿処理対策

満足度の高い施策
前回調査

土岐市駅周辺の整備

雇用環境の充実

公共交通網の整備

観光の振興

商業の振興

土岐市駅周辺の整備

街並み・景観の整備

陶磁器以外の産業の振興

商業の振興

公共交通網の整備

満足度の低い施策
前回調査

医療機関の充実

救急医療体制の整備

防犯・治安対策

保健・健診サービスの充実

学校教育の充実

救急医療体制の整備

医療機関の充実

防犯・治安対策

ごみ処理対策

消防体制の整備

重要度の高い施策
前回調査
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安
全
・
安
心

教
育
・
文
化

私
た
ち
の
ま
ち
へ
の
思
い　
〜
皆
さ
ん
の
声
〜

市
民
意
識
調
査
で
は
、
自
由
記
述
で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
特
に
多
く
い
た
だ
い
た
ご
意
見

に
つ
い
て
、
市
の
回
答
と
と
も
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　

他
地
域
で
は
ゆ
と
り
教
育
の
見

直
し
が
行
わ
れ
、
隔
週
土
曜
日
に
小
中
学

生
の
通
学
が
始
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
よ
う
で
す
。
県
や
地
域
に
よ
る
格
差
を

な
く
し
、
平
等
の
教
育
を
行
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

　
　
　
　

本
市
で
は
、
学
ぶ
意
欲
を
高
め

る
こ
と
や
、
仲
間
と
か
か
わ
り
合
い
を
高

め
合
う
中
で
「
基
礎
的
・
基
本
的
な
力
」

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

授
業
研
究
な
ど
を
大
切
に
し
て
教
育
実
践

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
独

自
の
取
り
組
み
と
し
て
「
学
校
所
員
会
」

の
活
動
の
中
で
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
と
県
実
施
の
学
習
状
況
調
査
の
結
果

を
分
析
し
、
各
学
校
の
日
ご
ろ
の
子
ど
も

た
ち
の
実
態
か
ら
授
業
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

を
明
確
に
し
て
、
市
内
ど
の
学
校
で
も
、

同
じ
考
え
方
・
歩
調
で
教
育
実
践
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

公
民
館
な
ど
の
講
座
は
昼
間
の

み
の
も
の
が
多
い
の
で
、
夜
間
の
教
室
を

開
い
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
年
配
向
け
だ
け

で
は
な
く
、
託
児
付
き
の
講
座
な
ど
、
若

年
層
を
対
象
に
し
た
も
の
も
増
や
し
て
ほ

し
い
。

　
　
　
　

公
民
館
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
要
望
の
高
い
、
特
色
あ
る
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
開
催
時
間
に
つ
い
て
、

夜
間
開
催
の
講
座
の
ご
希
望
が
多
く
あ
れ

ば
、
今
後
の
企
画
に
反
映
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
要
望
の
多
い
講

座
に
つ
い
て
は
、
講
師
・
会
場
な
ど
の
調

整
が
必
要

で
す
が
、

開
催
数
を

増
や
す
な

ど
、
今
後

の
検
討
課

題
と
さ
せ

て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
　
　
　

防
災
無
線
が
聞
き
取
り
に
く
く
、

何
を
言
っ
て
い
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

平
常
時
は
近
隣
に
対
す
る
配
慮

か
ら
通
常
の
音
量
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

災
害
発
生
時
な
ど
緊
急
性
が
高
い
場
合
に

は
、音
量
を
上
げ
て
放
送
を
し
ま
す
。昨
年

ま
で
の
3
年
間
に
、
聞
こ
え
に
く
い
地
域

を
解
消
す
る
た
め
、
防
災
無
線
子
局
25
カ

所
の
新
設
を
行
い
、
市
内
1
5
6
カ
所
に

防
災
無
線
子
局
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
聞
こ
え
に
く
い
地
域
の
方
に
は
、
戸

別
受
信
機
を
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
放
送
内
容
を
メ
ー
ル
で
配
信
す

る
サ
ー
ビ
ス
や
、
音
声
を
聞
く
こ
と
が
で

き
る
電
話
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

大
地
震
な
ど
災
害
発
生
時
の
具

体
的
な
対
策
に
、
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
災
害
が
起
き
た
時
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
な
ど
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

避
難
場
所
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　

市
が
作
成
し
た
防
災
マ
ッ
プ
な

ど
は
『
土
岐
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
』
、
『
広
報
と
き
防
災
特
集
号
』
が
あ

り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
に
は
、
総
務
課
防

災
係
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
防
災
情
報
と
し
て
、

同
マ
ッ
プ
と
避
難
場
所
を
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。 防

災
マ
ッ
プ
、
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル

な
ど
の
作
成
状
況
に
つ
い
て

防
災
無
線
に
つ
い
て

学
力
向
上
対
策
と
し
て

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

生
涯
学
習
講
座
に
つ
い
て

意

見

回

答

意

見

回

答

意

見

回

答

意

見

回

答

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

登録方法
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

﹇
お
す
す
め
コ
ン
テ
ン
ツ
﹈

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

QRコード
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問
い
合
わ
せ　

総
合
政
策
課（
内
線
２
１
２
） 

福　
　
　

祉

① 

保
育
園
２
年
、
幼
稚
園
1
年
と
い
っ

た
制
度
を
見
直
し
て
ほ
し
い
。

② 

保
育
園
で
年
長
ま
で
の
預
か
り
、
年

少
か
ら
の
幼
稚
園
の
入
園
を
市
内
全
域
で

実
施
し
て
ほ
し
い
。

①
・
②　

昨
年
度
、
土
岐
市
公
立
保
育
園

等
再
編
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
中

で
、
3
歳
以
上
の
子
ど
も
は
保
護
者
の
就

労
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
・
保
育
を

受
け
ら
れ
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
お
り
、
中
学
校
区
に
最
低
1
カ
所
、

3
歳
か
ら
5
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
に

し
た
幼
保
一
体
型
施
設
を
設
置
す
る
こ
と

を
整
備
方
針
と
し
て
い
ま
す
。
整
備
に
当

た
っ
て
は
厳
し
い
財
政
事
情
で
す
の
で
、

現
有
施
設
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
段
階
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　

近
隣
の
市
で
土
岐
市
だ
け
私
立

幼
稚
園
に
通
園
す
る
際
の
保
育
料
の
助
成

が
な
い
の
で
考
え
て
ほ
し
い
。

意

見

意

見

回

答

回

答

医　
　
　

療

　
　
　
　

総
合
病
院
の
縮
小
が
気
に
な
り

ま
す
。
常
勤
医
師
が
増
え
る
こ
と
を
望
み

ま
す
。
ま
た
、
総
合
病
院
で
も
子
ど
も
が

産
め
る
よ
う
に
産
科
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　

こ
こ
数
年
の
常
勤
医
師
数
は
45

人
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
諸

制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
医
師
の
確
保
を

図
り
ま
す
。

ま
た
、
産
科
医
師
に
つ
い
て
は
、
東
濃

広
域
に
お
け
る
取
り
組
み
も
視
野
に
入
れ
、

確
保
に
努
め
ま
す
。

総
合
病
院
の
充
実
に
つ
い
て

保
育
園
お
よ
び
幼
稚
園
に
つ
い
て

意

見

回

答

観　
　
　

光

　
　
　
　

観
光
産
業
は
今
や
ど
ん
な
地
域

で
も
必
須
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
土
岐
市
は

あ
ま
り
力
を
入
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

の
に
、
Ｐ
Ｒ
に
消
極
的
な
印
象
が
し
ま

す
。

　
　
　
　

市
内
に
は
歴
史
あ
る
美
濃
焼
に

関
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
ほ
か
、
自
然
・

文
化
に
関
す
る
ス
ポ
ッ
ト
も
あ
り
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
製
し
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
種
ま
ち
づ
く
り
団
体
な
ど

に
対
す
る
補
助
や
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
補

助
、
土
岐
プ
レ
ミ
ア
ム
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
内

に
土
岐
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
Ｐ
Ｒ
を
す
る
な
ど
民
間
主
導

の
産
業
観
光
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
近
年
は
土
岐
市
の
特
産
品
開

発
や
東
濃
5
市
で
の
広
域
観
光
に
取
り
組

む
な
ど
、
観
光
に
対
す
る
課
題
を
踏
ま
え

た
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

観
光
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

意

見

回

答

　
　
　
　

私
立
幼
稚
園
の
通
園
費
の
助
成

に
つ
い
て
は
、
入
園
を
希
望
す
る
5
歳
児

に
は
市
立
幼
稚
園
に
通
え
る
よ
う
配
慮
し

て
い
る
た
め
、
個
人
の
希
望
に
よ
り
他
市

の
私
立
幼
稚
園
へ
通
園
さ
れ
て
い
る
方
へ

の
補
助
金
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
補
助
金
が
な
い
こ
と
の
説
明
を
、

今
年
度
の
幼
稚
園
入
園
案
内
か
ら
明
記
し

ま
す
。
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